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図画指導と戦争の影
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はじめに
　日本の近代教育制度の出発点とされる「学制」（1872）の公布から第二
次世界大戦までの小学校における図画教育の歴史を、それぞれの時代の教
育を規定した法令や教科書に依拠して辿ることで、そこに浮かび上がる教
育と政治との望ましいとはいえない関係を明らかにすることが本論の目的
である。「国旗及び国歌に関する法律」（1999）の制定、愛国心の育成を掲
げた「教育基本法」の改正（2006）、防衛庁の防衛省への格上げ（2007）、
徳育、体育の充実と伝統文化重視の傾向を示した「学習指導要領」の改訂
（2008）、「特定秘密の保護に関する法律」（2013）の制定、そして現在進行
中の「道徳」の教科への格上げ、地方自治体の首長の権限を強化する「教
育委員会改革」や「日本国憲法」第九条の改正に向けた動き、従来の憲法
解釈変更によって「集団的自衛権」の行使を認める閣議決定（2014）、これ
らはすべて同じ方向に向かう動きであり、教育に関していえば、教育内容
への政治権力の介入を容易にするものである。
　明治政府は「富国強兵」や「殖産興業」をスローガンに掲げ、その実現
のために、欧米の技術、文化、思想を積極的に導入する政策を推進したが、
政治基盤が安定し、ある程度の軍事力、経済力が確保された段階で、維新
当初の姿勢を反転させ、伝統文化への回帰を促し、道徳教育を重視し、次
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第に国粋主義への傾斜を深めた。そして天皇に強権を与えた明治憲法（「大
日本帝国憲法」1889）が制定され、日清戦争（1894−95）、日露戦争（1904−
05）、第一次世界大戦（1914−18）、さらに日中戦争（日華事変）（1937−45）
を経て第二次世界大戦（1939−45）への参戦という戦争の時代を向かえた。
こうした動向の背後で時代を動かしたのは、明治政府が遂行した、儒教思
想に基づき、身分の上下関係を重んずる道徳教育と愛国心を涵養する国粋
主義教育であったと言えば、歴史認識としては強引かつ乱暴に過ぎるとの
批判を受けるかもしれない。しかし少なくとも、明治以降の近代化が灰塵
に帰した第二次世界大戦の敗北のあと、そこから再び始まる戦後の経済成
長、そして近年における上述の一連の政策の実行と並行して深まる中国や
韓国との対立が、明治以降の日本が経験した歴史とあまりによく対応して
いないだろうか。そうであるなら、われわれは同じ帰結に至らないために、
歴史から学ぶべきことが、少なからずあるに違いない。
１．明治初期の図画教育と軍事目的の地図製作
　「学制」において今日の小学校に該当するのが「尋常小学」であって、
これが６歳から９歳までの下等小学と10歳から13歳までの上等小学に分か
れ、「此二等ハ男女共必ス卒業スヘキモノ」（「学制」第二十七章）とされ、
この８年間が義務教育として位置づけられていた。図画工作科について見
るなら、まだこうした教科名はなく、上等小学に「幾何学罫画大意」とい
う教科目が見られるが（同、同章）、これは誤記のようで、すぐに「幾何学
大意」と「罫画大意」という２科目の表記に訂正された（1872年８月、文
部省布達第二十二号）。罫画とは碁盤の目のように罫線が引かれた紙の上
に、幾何図形や文様等を描くものであった。さらに上等小学において、地
域の状況に応じて開設してもよい拡張科目として挙げられた４科目のうち
の一つに「画学」があったが、これも上記の訂正と同様に「図画」と書き
換えられた。また、「学制」には、招聘された外国人講師による専門的な
領域の授業が受けられる専門学校の規定があり、その中の「諸芸学校」の
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予科並びに本科の開設科目として「画学」が置かれ、その補足として「図
画」「罫画」と記されている（「学制」第二百三章）。同じく農業学校予科、
鉱山学校本科に設置された「画学」の補足には「図画」のみが記されてい
る（同、第二百一章、第二百三章）。このことから、「画学」には「図画」
と「罫画」が含まれていたことがわかる。
　「学制」頒布の翌月に公表された「小学教則」（1872年９月８日文部省布
達番外）には、大綱を示した「学制」の具体的実施方法（各教科の概要、
授業時数等）や教科書が示された。この教則により下等小学、上等小学は
共に八級から一級（各級は６か月間）に分けられたが、その上等小学第六
級から第一級に「罫画」が置かれた。内容を以下の表に示す。
尋常小学上等小学「罫画」（小学教則［1872］より作成）
教授内容及び教科書 一週時数
第六級 南校板罫画本ヲ用ヰテ点線正形ノ類ヲ学ハシムル事習字ノ法ノ如シ ２
第五級 机案ノ類ヲ画カシムルヿ前級ノ如シ ２
第四級 西画指南等ヲ用ヒ平面直線体ノ類ヲ画カシム ２
第三級 平面直線体ニ陰影アルモノヲ画カシム ２
第二級 弧線体ヲ画カシム ３
第一級 地図ヲ画カシメ其他種種アルヘシ １
　ここには『南校板罫画本』と『西画指南』という二冊の教科書が示され
ている。南校とは明治初期の洋学の教育・研究機関で、幕末に開設された
蕃書調所（1856）がその始まりである。蕃書調所では洋書の翻訳・出版や
洋学研究、オランダ語、英語、フランス語、ドイツ語の教育が中心であっ
たが、「画学」の研究部門もあった（1）。蕃書調所は洋書調所（1862）、開成
所（1863）、開成学校（1868）、大学南校（1869）、そして南校（1871）と
名称を変更しながら、その役割を継承してきた。その後も何度か改称しな
がら、明治の終わりには東京帝国大学となる。つまり、現在の東京大学の
前身ということである。さて、この南校から『罫画本』（1871）が出版さ
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れたというのも、蕃書調所以来の画学研究の伝統に根ざしたものといえよ
う。もう一冊あげられた『西画指南』は前編（1871）と後編（1875）に分
かれ、日本最古の図画教科書といわれるものだ。ただしこれは翻訳書であ
り、原本は1857年に出版されたロベルト・スコットボルンの著作であると
紹介されている（西画指南、凡例）（2）。内容としては西洋画すなわち透視図
法や明暗法の入門書で、翻訳、編纂は川上寛（冬崖）（1827−81）である。
川上は幕末から明治にかけての西洋画研究の第一人者で、洋画家でもあり、
蕃書調所絵図調出役となり、1861年に同所に画学局が開設されると画学出
役、同筆頭を歴任した人物である。その後、陸軍兵学寮、士官学校で画学
を講じ、晩年は陸軍省参謀局地図課に勤務し、日本地図の作製にあたった
が、1881年に熱海で謎の死を遂げている。川上の死の背景には彼の部下が
関係した、清国公使館への日本地図の密売事件があるともいわれるが定か
ではない。事の真相はともかく、川上の生涯を通じて西洋画研究、陸軍、
地図というキーワードが一つにつながるというところに、明治初期におけ
る西洋画受容の本質が見えてくる。
　「小学教則」で「罫画」の教科書としてあげられた『西画指南』である
が、この時点では前編しか出版されていないので、その内容を見ると、前
編の（上）では直線や曲線の引き方、それらを用いた幾何学図形の描き方、
植物の輪郭の描き方等が示され、（下）では植物、建造物、人物等の陰影の
描き方が説明されている。「小学教則」に示された「罫画」の内容は前編
（上）と対応しているが、上等小学第一級に示された地図の作製方法が『西
画指南』では扱われていない。西洋画法の入門書という本書の性格を考え
れば当然のことといえよう。確かに、簡単な図形を描くことは、地図を描
くことと無関係とは言えないが、それよりも地図の作製には測量の知識−
例えば三角関数、幾何学といった数学や三角網図等の図法−が必要である。
明治期の小学校教育の要求する水準が今日と比較して相当高いレベルにあ
るとはいえ、測量は13歳の小学生には難し過ぎる。そもそも、西洋画（の
技法）と地図（の作製）はどのように結びつくのか。それは、陸軍卿山縣
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有朋の命で1880年から製作が開始された「迅速側図」を見れば明らかであ
る。この地図は、883面の地形図（縮尺：1／20000）から成り、関東平野
のほぼ全域をカバーしている。そして、それらの地形図の周囲には、西洋
画法で描かれたその地域の特色を表した風景描写が添えられている。この
風景描写は「視図」と呼ばれ、その目的は、軍隊が地図を頼りにその土地
を進んでゆく際に、目標となる風景や建造物等を示すことにある（3）。つま
り、当時の陸軍によって作製された地図は、地形図と視図から成り、それ
らは、兵学寮／士官学校で西洋画の技法や測量法を学んだ軍人たちによっ
て作り出されたのである。明治初期の学校教育における西洋画の技法の習
得は、最終的にはこうした軍事目的の地図の作製へとつながるものであっ
たとすれば、それは今日的な美術教育とはまったく別のものを志向してい
たと言えよう。
２．日清戦争へと向かう時期の図画教育
　1879年には「学制」が廃止され、「教育令」に替わる。小学校が８年間
であることは変わらなかったが、事情によっては、そのうち16か月間就学
すればよしとしたり（第十四条）、学校に入学しなくとも別の仕方で教育
を受ければ、それも義務教育として認める（第十七条）といった、かなり
緩やかなものであった。義務教育といえども、学費は保護者負担であった
ので、多くの農民が「学制反対一揆」を起こしたことも影響しているもの
と考えられる。しかし、この「教育令」は自由放任に過ぎるとの批判があ
り、翌年には「改正教育令」が出された。学齢児童は最低でも３年間の就
学が義務づけられ、それ以降も特別の理由がない限り、就学が義務づけら
れた。図画教育に関してみれば、両者とも、地域の状況に応じて開設して
もよい科目の中の一つとして「罫画」があげられており、「学制」と同じ位
置づけである。この改正に明治政府の教育に対する姿勢の変化を読み取る
とすれば、小学校で教授すべき教科目の記載の順序である。従来、最後に
置かれていた修身が最初に置かれ、知識の獲得に対し、道徳教育を重視す
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る傾向が現われてきている。
　1880年の「改正教育令」を受けて、翌年には「小学校教則綱領」が公布
された。文部卿福岡孝弟はこの綱領と従来の「小学教則」との違いについ
て次のように述べている。
初等小学ノ学期ヲ三箇年ニ短縮シテ必修科目ヲ簡易ニシ修身ノ課程ヲ重
クシテ之ニ作法ヲ加ヘ地理歴史等ノ授業ヲ省略シテ読書習字算術等ノ授
業ヲ増加シ外国歴史等ノ如キハ小学教則中全ク之ヲ削除シ本邦歴史ヲ教
授スルノ要旨ヲ知ラシメ尊王愛国ノ志気ヲ養成セシム（4）
ここには明確に修身の重視、そして教科目を精選し、読書、習字、算術に
代表される基礎学力を重視することが示されている。外国史を削除し、日
本史のみを教授することは、明治維新当時の世界へと開かれた視線を国内
に向け変えることを意味する。この方向転換が「尊王愛国ノ志気ヲ養成」
するためであることは明らかである。日本史によって歴代天皇の業績を学
び、天皇への尊崇の念を高め、愛国心の高揚を図り、修身によって国家に
忠実な人間を育成しようとしたのである（5）。1880年代に入って明治政府は
なぜ「尊王愛国」教育を必要とするようになったのだろうか。それは当時
の日本の対アジア関係を見ると明らかになる。つまり、1870年代中ごろか
ら日本のアジア進出が始まるのである。1875年に江華島付近で日本の軍艦
が測量を行い、朝鮮を刺激した江華島事件。鎖国政策をとっていた朝鮮に
対し、釜山ほか２港を開かせ、日本の領事裁判権や関税免除を認めさせた
「日朝修好条規」を締結したのが1876年。この条約を足がかりに、日本の朝
鮮進出が始まるが、それに対して朝鮮反日派が反乱を起こし、日本公使館
を包囲した「壬午軍乱」（1882年）が起きる。反乱の鎮圧のために清国が出
兵し、日本も公使館の守備を名目に軍隊を駐留させることとなり、日清両
国の軍隊が朝鮮で対峙することになったが、1885年の天津条約で両国は朝
鮮から撤兵し、以後、朝鮮出兵の際はお互いに通告することを約束した。
しかし、1894年に朝鮮で減税と排日を要求する「甲午農民戦争」が起きる
と、朝鮮から鎮圧の要請を受けた清国が出兵すると、それに対抗して日本
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も軍隊を送る。そして両国は、朝鮮の内政改革をめぐって対立を深め、「日
清戦争」（1894−95）が始まることになる。こうした日朝、日清関係の緊迫
するなか、「尊王愛国」を教育の重要事項に位置づけ、それを実現する具体
策として「歴史（日本史）」と「修身」を重視したことに注目しておく必要
がある。これ以降、戦争が近づくたびに同様の教育政策が繰り返されるか
らである。
　さて、このような動きのあった1880年代の図画教育の動向をみると、「学
制」の頃の西洋画からその技法を学び、技術を習得しようとする傾向から、
日本の伝統美術を重視する傾向への転換を読み取ることができる。まず、
1880年前後からフェノロサ（1853−1909）と岡倉覚三（1862−1913）を中心
とした日本美術の復興運動が始まる。1884年には文部省によって図画調査
会が設置され、二人は委員に任命される。この調査会では、美術教育とし
て日本画と西洋画とどちらを教授すべきか、また、美術の教員養成の在り
方について検討された（6）。その結果、前者については日本画が優れている
とされ、教員養成については1887年の東京美術学校の設立へとつながって
いく。図画調査会の委員構成についてであるが、金子一夫も指摘している
ように、任命された委員のほとんどが初めから日本画を支持することが明
らかな人物が選ばれており、かなり強引かつ意図的なものであった（7）。こ
こには、文部省そして明治政府の日本の伝統文化重視の姿勢が反映されて
いる。そしてこの伝統文化の重視は、「尊王愛国」教育とつながっているこ
とは言うまでもない。
　1880年代から日清戦争までの教育関連法令について見ると、教育令／改
正教育令に代わって、1886年に「小学校令」が出された。従来は、すべて
の学校についてまとめて記述する形式だったものが、学校種別に独立して
書かれるようになった。これによって、小学校は尋常小学校と高等小学校
に分けられ、その施行規則にあたる「小学校ノ学科及其程度」（文部省令第
八号、1886）によって図画は高等小学校で必修、尋常小学校では加設科目
となった。その内容については、「図画ハ自在画及用器画」ときわめて簡
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単に記されているにすぎない。しかし、1890年の「改正小学校令」並びに
その施行規則にあたる「小学校教則大綱」においては、注目すべき変化を
見て取ることができる。まずは、改正小学校令の第一章、第一条に「小学
校教育ノ本旨」として、初めて「道徳教育及国民教育ノ基礎」という文言
が盛り込まれ、小学校において教授すべき教科目の最初に「修身」が置か
れた、これまでの「小学校教則綱領（1881）」や「小学校ノ学科及其程度
（1886）」と比べても、道徳教育重視の姿勢がより鮮明になっている。さら
に「小学校教則大綱」においては、
小学校令第一条ノ旨趣ヲ遵守シテ児童ヲ教育スヘシ
徳性ノ涵養ハ教育上最モ意ヲ用フヘキナリ故ニ何レノ教科目ニ於テモ道
徳教育国民教育ニ関スル事項ハ殊ニ留意シテ教授センコトヲ要ス
とされ、道徳教育が「修身」という一科目にとどまらず、全教科において
扱われるべき内容であって、小学校教育の最大の目的が「徳性ノ涵養」に
あることが明記されている。これを「学制」の精神が記された「学事奨励
ニ関スル被仰出書」（1872年、太政官布告第二百十四号）と比較してみる
と、その違いは明らかである。被仰出書には、「人々自ラ其身ヲ立テ其産ヲ
治メ其業ヲ昌ニシテ以テ其生ヲ遂ル所以ノモノハ他ナシ身ヲ修メ智ヲ開キ
才藝ヲ長スルニヨルナリ」とあり、人間がそれぞれの職業を営み、自立し
た生を遂行するためには知的能力を開発し、才能を伸ばす必要があるが、
そのためには学問を修めることが重要であるとして、学校教育の目的が学
問を教授することであり、それは人々の自立した生のためであることが語
られている。確かにここにも「身ヲ修メ」すなわち修身という言葉が含ま
れているが、これは文脈からして文字通り自らを修め、律するという意味
であり、「士人以上ノ稀ニ学フ者モ動モスレハ国家ノ為ニスト唱ヘ身ヲ立ル
ノ基タルヲ知ラスシテ」とあることからも、身を修め、学を身に着けるこ
とが国家のためではなく、一人ひとりが自立した生を営むためであること
が明らかである。1880年代の国際関係の緊張を背景とした明治政府の国家
主義（8）への傾斜なかで、教育においても当初の「学制」の精神は失われて
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しまったと言えるだろう。
　次に、「小学校教則大綱」における図画についての記述を見ると、
図画ハ眼及手ヲ練習シテ通常ノ形体ヲ看守シ正シク之ヲ画クノ能ヲ養ヒ
兼ネテ意匠ヲ練リ形体ノ美ヲ弁知セシムルヲ以テ要旨トス（第九条）	
という文章で始まり、従来の技術志向に加えて「形の美しさを理解させる」
という新たな事項が含まれている。これが日本の伝統美を意味するのかど
うかはここからは断定できない。全教科で扱うことになった道徳教育との
関連では、「清潔ヲ好ミ綿密ヲ尚フノ習慣ヲ養ハンコトヲ要ス」と第九条の
最後に付け加えられている。また、「改正小学校令」では高等小学校の加設
科目として「手工」が初めて設置された（第四条）。手工の目的としては、
身の回りにある素材（紙、粘土、木材、銅などの金属等）を道具を使って
加工する技術を習得することがあげられ、道徳との関連では「勤労ヲ好ム
ノ習慣」や「常ニ節約利用ノ習慣ヲ養ハンコト」（第十三条）といった記述
がみられる。勤労奉仕の精神や節約の習慣は、戦時下においては特に重視
されるものである。
３．1930年代及び第二次世界大戦下の図画教育
　これまで、1880年前後から日清戦争に至る国際関係の緊張にともない、
明治政府の方針が維新当初の欧米から進んだ知識や技術を取り入れようと
する姿勢から、国粋主義、軍国主義へと急速に傾斜していく中で、教育に
おいては道徳教育を強化し、日本の伝統文化を重視する傾向が顕著に現わ
れてきたことを、図画教育を中心として見てきたが、本節では、同様のこ
とが、第二次世界大戦を目前にした1930年代から大戦中にかけても起きて
いたことを確認しておきたい。
　1931年の「満州事変」、翌32年の「上海事変」を経て、1937年に勃発した
「日華事変」で日本と中華民国は実質的な戦争状態へと入っていく。こうし
た状況下で、新しい図画の国定教科書として『尋常小学図画』と『高等小
学図画』が発刊された（1932年～36年）。これは1910年発行の『新定画帖』
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以来、おおよそ20年ぶりの国定教科書の改訂であった。『尋常小学図画』教
師用の巻頭に付された編纂趣旨には「尋常小学図画は、現代に適切なる美
的陶冶をなし、且国民性の涵養に資するため最も教材の選択に留意し……」
と記されている。ここに言われている「現代」とは日中関係が緊迫し、戦
争状態へ入ろうとしている時代であり、このような状況下では「国民性の
涵養」すなわち愛国心の育成が必要であることが述べられている。そのた
めに選択された教材として、第一学年の「日の丸の旗」、第二学年の「軍
艦」等がある。
　1939年にヨーロッパでは第二次世界大戦が始まり、日本は中国大陸での
戦争状態が続く中、1941年にはアメリカ、イギリスに対して宣戦を布告
し、この世界的規模の戦渦の中へと踏み込んでいくことになる。教育にお
いては、この年に「国民学校令」が出され、これまでの尋常小学・高等小
学は国民学校初等科・高等科となり、図画と手工は芸能科図画、芸能科工
作と科目名が改められた。その第一条には国民学校の目的が示され、「皇
国の道」に従った基礎教育の場として位置づけられた（9）。芸能科について
は「技巧ニ流レズ精神ヲ訓練スルコトヲ重ンジ真摯ナル態度ヲ養フベシ」
「我ガ国芸術技能ノ特質ヲ知ラシメ工夫創造ノ力ヲ養フニ力ムベシ」とされ
ている（10）。皇国の道とは天皇を中心とした体制の中で日本国民が歩んでき
た道程である。国民学校令に基づき新たに編纂された図画及び工作の教科
書の教師用書の巻頭には「即ち芸術・技能を修練することを通してこの皇
国の道に参じ、自分に於いて皇国の道を自証し、皇国の道に於いて自分を
自覚し、皇国の道の使徒として、これを紹述しこれを顕彰し以って国運の
発展に貢献していかねばならない」（11）と述べられ、皇国臣民としての在り
方、芸術を通して皇国の発展に寄与すべきことが説かれている。そして、
芸能科が目指すところは、技術の習得ではなく、精神の訓練であり、真摯
ナル態度の養成である。学ぶべきものは我が国の伝統芸術であって、諸外
国の芸術ではない。上述の教師用書では「わが国の伝統を忘れた外国の芸
能への心酔や、国家を超えた芸術至上主義とか美のための美といふやうな
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ものであってはならない」（12）として、19世紀ヨーロッパの芸術思想も否定
されている。また「抽象的な個人の人格の完成とか、自我の実現のための
教育ではなく、具体的に忠良な皇国臣民を錬成するための芸能教育」（13）が
なされねばならないとして、西欧の新しい教育思想が否定され、国家に忠
実な国民の育成の必要性が強調されている。このように、国民学校令、同
施行規則下での戦時体制において国家主義的、国粋主義的教育方針が鮮明
になっており、それは図画教育においても明確に示されていたことがわか
る。
おわりに
　明治以降の教育の歴史をたどってみると、日清戦争や第二次世界大戦と
いった大きな戦争を前にした時期、ならびに戦時下の教育政策において、
明確な共通点を見出すことができた。すなわち、道徳教育の重視と日本の
伝統文化の尊重を通した、国家に忠実な国民の育成と愛国心の涵養である。
「図画」においては、西洋画に対する日本画の優位が強調され、「日の丸」
「軍艦」「兵隊」といった題材が教科書で取り上げられ、愛国心や戦争への
関心を喚起したことに、こうした傾向が顕著に現われている。「国旗及び国
歌に関する法律」に基づき、教育現場では「日の丸」を掲げ、「君が代」を
斉唱することが求められ、改正された教育基本法では、旧教育基本法の前
文における「個人の尊厳を重んじ、真理と平和を希求する人間の育成」は
「公共の精神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成」となり、
「普遍的にしてしかも個性豊かな文化の創造」は「伝統を継承し、新しい文
化の創造」と改められた。また、愛国心という言葉こそ使用されなかった
が、「教育の目標」の項には「我が国と郷土を愛する」という表現が付け加
えられた。こうした教育基本法改正を受けて行われた学習指導要領の改訂
の基本方針には「徳育」の充実が盛り込まれ、図画工作科では「我が国の
美術や文化に関する指導を一層充実する」ことが基本方針として明記され
た（14）。
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　広重や北斎の版画に見られる洗練された様式美に触れ、その特異な構図
や移りゆく自然現象を捉える卓越した表現が、19世紀の印象派を中心とし
たヨーロッパ美術に大きな影響を与えたことを学ぶことはもちろん重要で
あり、否定されるべきことではないが、それは広重や北斎が日本人である
がゆえに重要なのでも、浮世絵版画が我が国の伝統文化であるから学ぶ必
要があるわけでもない。そこには、17世紀以降のヨーロッパの自然科学が
捉えた自然とは異なる、つまり近代科学によって、人間にとって都合よく
操作可能な対象として、われわれの生活に有益な存在として解釈された自
然とは異なる自然の姿が、そして自然に翻弄されながらも、それを改変し、
支配しようとするのではなく、自然を受け入れ、それとともに生きようとす
る人間の姿が描かれている。学ぶべきことは「愛国心」ではなく、そこに
描かれているものそのものであり、それぞれの時代の、様々な国々の人々
が自然をどのように捉え、そのなかで人間がどのように生きてきたのかと
いうことである。
〈注〉
（１）　1857年には蕃書調所内に絵図調役が新設され、それが画学調所となり、さらに1861年に
は画学局と改称された。
（２）　Robert	Scott	Burn,	The	Illustrations	Drawing	Book,	1852（初版）。人名の表記に関して、
本文では川上に従ったが、ロバート・スコット・バーンとするのが一般的であろう。
（３）　師橋辰夫「明治初期洋画壇と陸軍参謀局」、日本地図資料協会編『月刊古地図研究百号
記念論集　古地図研究』国際地理学協会、1978年、p.549。
（４）　教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第二巻、教育資料調査会、1938／1964年、
p.230。
（５）　小学校教則綱領第十五条には「歴史ハ中等科ニ至テ之ヲ課シ日本歴史中ニ就テ建国ノ体
制、神武天皇ノ即位、仁徳天皇ノ勤倹、延喜天暦ノ政績、（中略）殊ニ尊王愛国ノ志気
ヲ養成セントコトヲ要ス」とある。また、この綱領と同じ年に出された「小学校教員心得」
（1881年６月18日文部省達第十九号）の前文では、小学校教員の良否が普通教育を左右し、
普通教育が国家の隆替を左右するとして、教員の重要性が強調され、本文の最初では「人
ヲ導キテ善良ナラシムルハ多識ナラシムルニ比スレハ更ニ緊要ナリトス故ニ教員タル者
ハ殊ニ道徳ノ教育ニ力ヲ用ヒ生徒ヲシテ皇室ニ忠ニシテ国家ヲ愛シ父母ニ孝ニシテ長上
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ヲ敬シ……」と述べられ、道徳教育の重視とそれによって皇室、国家、年長者に忠実な
人間を育成すべきことが語られている。
（６）　橋本泰幸『日本の美術教育』明治図書、1994年、pp.34−35。
（７）　金子一夫『美術家教育の方法論と歴史』中央公論美術出版、1998年、p.153。
　　　フェノロサと岡倉以外の委員は以下の通り。
　　　今泉雄作（1850−1931）：文部省専門学務局勤務。留学先はパリであるが、東洋美術を学
んで帰国し、岡倉とともに東京美術学校の設立に関わった。
　　　上原六四郎（1848−1913）：文部省専門学務局勤務。邦楽の旋律を研究した著書『俗楽
旋律考』（1895）がある。
　　　河村重固：文部省普通学務局勤務、詳細は不明。
　　　多賀章人：イギリスに留学し西洋画法を学ぶ。『図法一班』（1881）がある。
　　　狩野友信（1843−1912）：日本画家。
　　　狩野芳崖（1828−1888）：日本画家。
　　　小山正太郎（1857−1916）：川上冬崖の画塾で学び、工部美術学校ではフォンタネージに
師事。洋画家。
　　　山路一遊（1858−1932）：文部省普通学務局勤務。教育者。
　　　西洋画を支持したのは小山と山路だけであった。
（８）　小学校設備準則（1891年４月８日文部省令第二号）には、
　　　第二条　校舎ニハ
　　　　天皇陛下及
　　　　皇后陛下ノ　御影並教育ニ関スル　勅語ノ謄本ヲ奉置スヘキ場所ヲ一定シ置クヲ要ス
　　　とあり、1889年に発布された「大日本帝国憲法」において、天皇に国防方針の決定、陸
海軍の統帥、宣戦・講和や条約締結など議会の関与できない権限が与えられた影響が、
教育現場にも表れている。
（９）　国民学校令（1941年、勅令第百四十八号）、第一条「国民学校ハ皇国ノ道ニ則リテ初等
普通教育ヲ施シ国民ノ基礎的錬成ヲ為スヲ以テ日的トス」
（10）　国民学校令施行規則（1914年、文部省令第四号）、第十三条。また、芸能科には図画と
工作以外に音楽と習字が含まれていた（国民学校令、第四条）。
（11）　文部省『エノホン　三	教師用』1941年、p.1。
（12）　前掲書、同箇所。
（13）　前掲書、同箇所。
（14）　文部科学省『小学校学習指導要領解説　図画工作編』2008年、pp.2−3。
